
第3次三次市総合計画の策定に向けた
高校生ワークショップまとめ
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令和5年６月

資料６



高校生ワークショップ

【目的】

・ 新たな総合計画「第３次三次市総合計画」の策定に向けて、高校生の皆さんから

「三次に住みたい・住み続けたい」「三次に戻ってきたい」と思えるまちづくりについてのアイデアを

いただくもの

【開催内容】

第１ラウンド（２０分）

第２ラウンド（２０分）

第３ラウンド（２０分）

振り返り

＜第１ラウンド～第３ラウンド＞

・ より多くの参加者同士で語り合っていただくため、
ラウンドごとに、参加者がテーブルを移動

・ 他のテーブルで聞いた意見を踏まえながら、模
造紙を自由に使って、アイデアを深めたり、アイデ
ア同士をつないで議論を深める

＜振り返り＞

・ 話し合ったことや模造紙の内容を踏まえて、重要
だと思ったことを書き出し、発表

日時 令和5年6月14日（水）

場所 三次市役所会議室

参加者 市内3高校から18人
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高校生からの意見
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学びの充実

・大学がほしい（看護系、三次看護専門学校の拡大、国公立な
ど）
・学費が安い大学があったらいい（国公立など）
・資格が取れる大学などの教育機関がほしい
・三次青陵高校の工業系の学びを深められる機会（高校卒業
後就職する人が多いので市内に留まれるようにする）
・英語教育の充実
・小中一貫・中高一貫校を作る、増やす
・教育に必要なお金の支援

持続性・利便性のある交通

○公共交通の赤字改善
・赤字を止める
・沿線内に大学をつくる（日中も列車を使用し赤字を止める）

○交通機関の利便性向上
・通学通勤時など列車の便数が少なくて不便なので便数や車
両を増やす
・公共交通機関の便数を増やす・料金を安くする
・お店の開業時間にあわせたダイヤにする

多様な働き方

○学びと仕事の連続性・希望が叶う働く場所
・幅広い働き口がほしい
→電気・工事・機械・工業関係の職場
IT・通信・デザイン系の職場
学んだことや資格を活かしながら働ける場所

・市内で学業から就職まで完結できる
・職業と大学をつなげる
・空き家を活用したビジネス

○希望の働き方
・地元で働ける
・大学を出ても帰ってきたい
・古民家を活用して起業にチャレンジ→増えたら楽しい！
・高収入が実現できる
・ニートでも稼げる
・育児しながら働ける
・産休・育休が取りやすい環境
・重労働はしたくない
・労働時間が自由に決められる
・労働スタイルを自由に決めて働きたい
・福祉施設にロボットを導入し働く人の負担を減らす



高校生からの意見
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にぎわい

○にぎわい
・楽しい・さわげるまち
・にぎやかなまちが好き
・中心部以外も活き活きしていてほしい
・にぎやかな商店街をつくる
・気軽に雨宿りができる場所
・若者が遊べる場所や施設（遊園地、映画館、美術館、ショッ
ピングモールなど）
・友達とショッピングが楽しめる

○イベント・交流
・大人と子どもが交流できるイベントの開催（学生の参加を募
集）
・「きんさい祭」のようなお祭りなどのイベントを増やす
・高校生同士が交流できる
・スポーツが楽しめる
・自然アトラクションが楽しめる（ネスタリゾート神戸など）
・サバイバルゲームが楽しめる
・もののけミュージアムでもののけコスプレコンテストを開催
コスプレを押し出して外国の方との交流を深める

○環境
・イルミネーション
・灯りや街灯を増やす

三次ならではの居心地
○ゆとり・あたたかい人間関係
・解放感がある（都会のような束縛感がない）
・田舎ならではのあたたかさがある
・空虚感がない
・程良い距離感の近所付き合いがある（必要な時は手を貸し
あえる）
・三次のあたたかさを知る→住みたいと思う→結婚して子ども
を作りたいと思う・・・これらをループできるまちづくり
・地域の雰囲気が良い（行事がある）

○自然
・空気がおいしい

地域資源の活用・発信
○地域の魅力の活用
・三次ツアーを都会の人にPR
（ワイナリー、自然、もののけミュージアムなど）
・ピオーネの館をつくる（ピオーネ収穫、ワイン・ジュース作り、ピ
オーネ染め、スイーツ作り）

○効果的な情報発信
・地域のキャラクター（吉舎の山野芋子）を着ぐるみでPR
・もっとHPを充実させる
・地域の特産品をSNSで紹介する（山の芋まんじゅう、ピオー
ネ、霧の海など）
・学生がSNS（Tik Tokなど）で情報発信する
・のんびりした都会とは違う良さを発信する



高校生からの意見
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医療・子育て支援

○最適な医療体制
・中央病院の機能を分散する
・医療体制の充実
・産婦人科を増やす（個人病院・中央病院の分散）→少子化
対策につなげる
・小児科を増やす
・里帰り出産ができるよう出産ができるところを増やす

○子育て支援
・子育て支援を充実させる

高齢者・障害のある方への支援

・障害のある方や高齢者へのケアの充実
・高齢者を対象とする会などの開催
・働き口を確保する

防災・安全

・防災に強いまち
・中学校や高等学校での防災教育の充実（若者からの意識
改革）
・鳥獣被害を減らす（シカ、イノシシが危険）
・歩道をつくる
・街灯を増やして安全に
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ワークショップの様子
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ワークショップの様子


